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4つの技術戦略

主な業務実績

釧路空港他1空港進入灯橋梁定期点検調査

仙台空港　航空機騒音予測調査・経済波及効果

進入灯橋梁点検手法
検討（大阪航空局）

東京国際空港多摩川護岸（防潮壁区間）実施設計

広島空港周辺対策事業　環境調査
広島空港進入灯橋梁等定期点検
広島空港人工地盤耐震照査
広島空港付替水路トンネル定期点検

岩国飛行場建設工事資料整理検討
岩国飛行場駐機場等土木設計

境港防波堤細部設計　他
浜田港港湾計画改訂　他
浜田港　物流動向調査（交通量調査）　他
浜田港岸壁構造検討　他
浜田港･江津港　維持管理計画策定　他
勇崎宝亀海岸耐震設計
笠岡港維持管理定期点検
水島港航行船舶実態調査
広島港港湾計画改訂　他
尾道糸崎港海域環境創造事業　他
尾道糸崎港　埋立申請　他
厳島港　浮桟橋設計　他
広島港　港湾施設定期点検　他
福山港　プレジャーボート整備計画　他
広島港国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ整備事業事業評価
徳山下松港港湾計画改訂　他
徳山下松港　国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業事業評価
徳山下松港　土砂処分場環境アセス　他
徳山下松港　土砂処分場埋立申請　他
徳山下松港　高潮対策設計　他
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広島県
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埋 立 申 請

設　　　 計

新門司沖埋立承認申請　他
新門司沖環境影響評価　他
博多港　船舶航行実態調査　他
博多港　国有施設現況調査　他
志布志港　経済効果調査
佐賀港･伊万里港　老朽化施設予備設計　他
別府港　防波堤検討　他
大分港　大在西地区埋立承認申請　他

福岡県

鹿児島県
佐賀県

大分県
設　　　 計
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埋 立 申 請

釜石港　防波堤細部設計　他
仙台塩釜港防潮堤陸閘設計　他
酒田港  国有施設維持管理計画策定  他

岩手県
宮城県
山形県 維 持 管 理

設　　　 計

設　　　 計

徳島小松島港　浮桟橋実施設計　他
備讃瀬戸航路航行船舶実態調査　他
東予港　岸壁細部設計　他
高知港防波堤細部設計　他

徳島県
香川県
愛媛県
高知県

設　　　 計

設　　　 計

航行安全検討

設　　　 計

清水港　大型船舶受入施設検討　他
伊勢湾航行船舶実態調査　他
伊勢湾環境影響評価
津松阪港海岸整備施工方策検討　他

静岡県

愛知県

三重県 設　　　 計

航行安全検討

設　　　 計

敦賀港泊地施工方策検討　他
神戸港岸壁施工計画検討　他
和歌山下津港防波堤設計

福井県
兵庫県
和歌山県

設　　　 計

設　　　 計

設　　　 計

那覇港事業評価　他沖縄県 事 業 評 価

横浜港　環境影響評価　他
横浜港　施設整備検討　他
横浜港　公有水面埋立申請　他
北極海航路定時性分析
茨城港常陸那珂港区埋立承認申請

神奈川県

茨城県

埋 立 申 請

埋 立 申 請

計　　　 画

設　　　 計

環境影響評価

松山空港護岸実施設計

熊本空港道路駐車場実施設計

関西国際空港進入灯橋梁点検

長崎空港進入灯橋梁点検

北九州空港進入灯橋梁点検

岡山空港エプロン拡張実施設計

那覇空港進入灯橋梁定期点検

環境影響評価



沿岸整備部 沿岸整備部

各種シミュレーション

航行安全検討

10ton 98.1kN 10ton 98.1kN 15ton 147.15kN 20ton 196.2kN 10ton 98.1kN 15ton 147.15kN 20ton 196.2kN

MR 1
MR 2
MR 3
MR 4
MR 5
MR 6
MR 7
MR 8
MR 9
MR 10
MR 11
MR 12
MR 13
MR 14
MR 15
MR 16

F 17 111 1% 158 1% 214 2% 132 1% 103 1% 134 1% 72 1%
F 18 124 1% 176 2% 226 2% 154 1% 92 1% 127 1% 83 1%
F 19 141 1% 196 2% 239 2% 182 2% 82 1% 121 1% 94 1%
F 20 156 1% 214 2% 254 2% 210 2% 76 1% 116 1% 105 1%
F 21 177 2% 234 2% 270 2% 243 2% 80 1% 114 1% 117 1%
F 22 196 2% 252 2% 285 3% 274 2% 137 1% 114 1% 128 1%
F 23 209 2% 264 2% 295 3% 296 3% 172 2% 157 1% 165 2%
F 24 226 2% 278 3% 308 3% 322 3% 217 2% 208 2% 224 2%
F 25 249 2% 290 3% 321 3% 346 3% 259 2% 261 2% 278 3%
F 26 274 2% 303 3% 333 3% 371 3% 301 3% 323 3% 359 3%
F 27 302 3% 317 3% 347 3% 410 4% 347 3% 397 4% 503 5%
F 28 378 3% 332 3% 463 4% 562 5% 484 4% 556 5% 643 6%
F 29 502 5% 520 5% 620 6% 721 7% 729 7% 807 8% 926 9%
F 30 792 7% 858 8% 913 9% 995 9% 1,110 11% 1,153 11% 1,219 12%

601 608

入船 番号 評価基準
10m/s 11m/s 12m/s

719 706 711
784 774 775

548
410 510 479 459 595 569
397 488 472 466 562 548

549
294 350 361 377 399 410 430
300 358 368 382 409 418 437
125 143 189 232 160 192 244
125 143 189 233 161 193 244
145 172 203 254 183 215 261
144 170 203 253 182 214 260
92 96 114 153 109 138 163
98 103 127 165 116 149 177
80 78 92 116 63 86 118
84 82 98 125 67 92 128

110 116 166 213 118 173

219

防舷材
・反力（kN）
・圧縮率
（%）

52.5%

221

109 114 163 211 114 170

係留索張
力（kN）

700kN

552 651 658 660
503 590

相対風向 風速 初期張力

入船 相対風向 270°

係留動揺シミュレーション時の綱取りパターンの一例

通航船舶実態調査の状況

AISデータの活用イメージ

大型客船入港の状況

航行特性の分析

AIS受信器

AIS信号

航路の描画
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※図中の色は入港する船別に区分している
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係留状態評価時の座標系 計算結果の一例

綱取りの様子

X：SURGE
Y：SWAY
Z：HEAVE
Φ：ROLL
θ：PITCH
ψ：YAW

　船舶の大型化が急激に進行している今日、高度経済成長期に整備された港湾施設のスペック不足を補うため、
大型貨物船による一括輸送に対応可能な拠点整備や大型客船が係留可能な施設の改良等の対応が喫緊の課題
となります。
　これら課題に対し、陸側からの港湾施設整備に、施設を利用する海側の視点による各種調査・解析を加えるこ
とで、海陸一体的な視点でのトータルコンサルティングサービスによりお客様をサポートします。

　港湾計画や海上工事の実施、大型船舶の
受入計画に対し、各種調査・解析を基に船舶
の航行安全性の検討を行い、所要の安全対策
を策定します。

●自然環境解析
　（気象・海象データの調査、解析等）

●交通環境解析
　（通航船舶実態調査等）

●操船技術解析
　（操船シミュレーション技術解析等）

●係留強度解析
　（係留動揺シミュレーション解析等）

●AISデータ解析
　（航跡、航行特性の解析）

　航行安全性の検討に際しては、各種シミュ
レーションにより定量的・ビジュアル的な判
断が可能な資料の整理やとりまとめを行い
ます。

●操船シミュレーション結果に基づく
　技術解析

【解析によって得られる事項】
　・外力（風、潮流）に応じた入出港基準の設定
　・地形要因を踏まえた水域施設形状の設定
　・水域幅に応じた船の行会いの可否検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●係留動揺シミュレーションによる
　係留強度解析　

【解析によって得られる事項】
　・係留ロープの使用本数や綱取り配置
　・係留ロープの使用限界の確認
　・防舷材の反力、圧縮率の確認
　・動揺時の係留・荷役限界（偏位）の確認
　・上記を踏まえた係留限界風速の設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

航行安全 海陸一体的な視点によるトータルコンサルティング

各種計画

事業評価

港湾計画

出典：広島県提供資料

広島港宇品地区　客船寄港時の埠頭利用計画イメージパース

出典：国土交通省HP

事後評価再評価新規事業採択時評価計画段階評価

（完了）

（完了後5年以内）

（着工）

（再評価後5年経過毎）※
※未着工の場合は3年経過毎

（新規事業採択）

（3年未着工）

（5年継続）

供用事業実施計画段階

事業進捗と事業評価の流れ（公共事業［直轄事業等］）

出典：広島県提供資料

広島港長期構想検討委員会資料

●産業振興ビジョン
（コンビナート、造船産業、クルーズ産業等）

●コンテナターミナル整備計画

●埠頭利用計画

●旅客ターミナル管理運営計画

●海岸保全基本計画（海岸法第2条の3規定）

●漁港漁場整備長期計画
（漁港漁場整備法第6条の3規定）

　沿岸域における各種計画策定を支援してい
ます。

●費用対効果分析
（計画段階評価、新規事業採択時評価、再評
価、完了後の事後評価）

●経済波及効果分析（GDP効果、税収効果、雇用効果）

●環境経済評価（CVM、TCM）

　行政のアカウンタビリティを果たす目的で
普及した事業評価は、時代の要請に対応し、
評価手法の高度化・多様化が進んでいます。
全国各港の事業評価実績を積み重ね、経済
波及効果分析や環境経済評価の分析にも取
り組んでいます。

●長期構想
　（港湾の役割や今後の方向性の立案、委員会やパブリックコメントの運営補助）

●港湾計画（現状分析、将来需要予測、必要機能検討、機能配置計画、関係機関の調整補助）

●各種調査（アンケート調査、ヒアリング調査、通航船舶実態調査等）

　港湾計画（港湾法第3条の3規定）の改訂・
一部変更・軽易な変更における手続き全般を
支援します。
　港湾管理者の支援業務が中心ですが、港湾
区域に属する地方自治体や民間企業の支援
業務の実績も、数多くあります。

　「港湾」は、国民生活と産業活動を支える重要な物流・生産基盤であり、背後には多くの人口・資産が集積して
います。国内外の社会経済情勢や物流動向の変化に対応した港湾整備を行うためには、各種計画の策定と適切な
見直しが必要です。
　多様な産業が集積する瀬戸内海で蓄積した計画技術を基に、我が国の沿岸域において、時代の変化に対応し
た新たな価値を創出し、最適な港湾整備の実現をサポートします。

プロジェクトを立ち上げからサポート計画

1 2



沿岸整備部 沿岸整備部

各種シミュレーション

航行安全検討

10ton 98.1kN 10ton 98.1kN 15ton 147.15kN 20ton 196.2kN 10ton 98.1kN 15ton 147.15kN 20ton 196.2kN

MR 1
MR 2
MR 3
MR 4
MR 5
MR 6
MR 7
MR 8
MR 9
MR 10
MR 11
MR 12
MR 13
MR 14
MR 15
MR 16

F 17 111 1% 158 1% 214 2% 132 1% 103 1% 134 1% 72 1%
F 18 124 1% 176 2% 226 2% 154 1% 92 1% 127 1% 83 1%
F 19 141 1% 196 2% 239 2% 182 2% 82 1% 121 1% 94 1%
F 20 156 1% 214 2% 254 2% 210 2% 76 1% 116 1% 105 1%
F 21 177 2% 234 2% 270 2% 243 2% 80 1% 114 1% 117 1%
F 22 196 2% 252 2% 285 3% 274 2% 137 1% 114 1% 128 1%
F 23 209 2% 264 2% 295 3% 296 3% 172 2% 157 1% 165 2%
F 24 226 2% 278 3% 308 3% 322 3% 217 2% 208 2% 224 2%
F 25 249 2% 290 3% 321 3% 346 3% 259 2% 261 2% 278 3%
F 26 274 2% 303 3% 333 3% 371 3% 301 3% 323 3% 359 3%
F 27 302 3% 317 3% 347 3% 410 4% 347 3% 397 4% 503 5%
F 28 378 3% 332 3% 463 4% 562 5% 484 4% 556 5% 643 6%
F 29 502 5% 520 5% 620 6% 721 7% 729 7% 807 8% 926 9%
F 30 792 7% 858 8% 913 9% 995 9% 1,110 11% 1,153 11% 1,219 12%

601 608

入船 番号 評価基準
10m/s 11m/s 12m/s

719 706 711
784 774 775

548
410 510 479 459 595 569
397 488 472 466 562 548

549
294 350 361 377 399 410 430
300 358 368 382 409 418 437
125 143 189 232 160 192 244
125 143 189 233 161 193 244
145 172 203 254 183 215 261
144 170 203 253 182 214 260
92 96 114 153 109 138 163
98 103 127 165 116 149 177
80 78 92 116 63 86 118
84 82 98 125 67 92 128

110 116 166 213 118 173

219

防舷材
・反力（kN）
・圧縮率
（%）

52.5%

221

109 114 163 211 114 170

係留索張
力（kN）

700kN

552 651 658 660
503 590

相対風向 風速 初期張力

入船 相対風向 270°

係留動揺シミュレーション時の綱取りパターンの一例

通航船舶実態調査の状況

AISデータの活用イメージ

大型客船入港の状況

航行特性の分析

AIS受信器

AIS信号

航路の描画
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※図中の色は入港する船別に区分している
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係留状態評価時の座標系 計算結果の一例

綱取りの様子

X：SURGE
Y：SWAY
Z：HEAVE
Φ：ROLL
θ：PITCH
ψ：YAW

　船舶の大型化が急激に進行している今日、高度経済成長期に整備された港湾施設のスペック不足を補うため、
大型貨物船による一括輸送に対応可能な拠点整備や大型客船が係留可能な施設の改良等の対応が喫緊の課題
となります。
　これら課題に対し、陸側からの港湾施設整備に、施設を利用する海側の視点による各種調査・解析を加えるこ
とで、海陸一体的な視点でのトータルコンサルティングサービスによりお客様をサポートします。

　港湾計画や海上工事の実施、大型船舶の
受入計画に対し、各種調査・解析を基に船舶
の航行安全性の検討を行い、所要の安全対策
を策定します。

●自然環境解析
　（気象・海象データの調査、解析等）

●交通環境解析
　（通航船舶実態調査等）

●操船技術解析
　（操船シミュレーション技術解析等）

●係留強度解析
　（係留動揺シミュレーション解析等）

●AISデータ解析
　（航跡、航行特性の解析）

　航行安全性の検討に際しては、各種シミュ
レーションにより定量的・ビジュアル的な判
断が可能な資料の整理やとりまとめを行い
ます。

●操船シミュレーション結果に基づく
　技術解析

【解析によって得られる事項】
　・外力（風、潮流）に応じた入出港基準の設定
　・地形要因を踏まえた水域施設形状の設定
　・水域幅に応じた船の行会いの可否検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●係留動揺シミュレーションによる
　係留強度解析　

【解析によって得られる事項】
　・係留ロープの使用本数や綱取り配置
　・係留ロープの使用限界の確認
　・防舷材の反力、圧縮率の確認
　・動揺時の係留・荷役限界（偏位）の確認
　・上記を踏まえた係留限界風速の設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

航行安全 海陸一体的な視点によるトータルコンサルティング

各種計画

事業評価

港湾計画

出典：広島県提供資料

広島港宇品地区　客船寄港時の埠頭利用計画イメージパース

出典：国土交通省HP

事後評価再評価新規事業採択時評価計画段階評価

（完了）

（完了後5年以内）

（着工）

（再評価後5年経過毎）※
※未着工の場合は3年経過毎

（新規事業採択）

（3年未着工）

（5年継続）

供用事業実施計画段階

事業進捗と事業評価の流れ（公共事業［直轄事業等］）

出典：広島県提供資料

広島港長期構想検討委員会資料

●産業振興ビジョン
（コンビナート、造船産業、クルーズ産業等）

●コンテナターミナル整備計画

●埠頭利用計画

●旅客ターミナル管理運営計画

●海岸保全基本計画（海岸法第2条の3規定）

●漁港漁場整備長期計画
（漁港漁場整備法第6条の3規定）

　沿岸域における各種計画策定を支援してい
ます。

●費用対効果分析
（計画段階評価、新規事業採択時評価、再評
価、完了後の事後評価）

●経済波及効果分析（GDP効果、税収効果、雇用効果）

●環境経済評価（CVM、TCM）

　行政のアカウンタビリティを果たす目的で
普及した事業評価は、時代の要請に対応し、
評価手法の高度化・多様化が進んでいます。
全国各港の事業評価実績を積み重ね、経済
波及効果分析や環境経済評価の分析にも取
り組んでいます。

●長期構想
　（港湾の役割や今後の方向性の立案、委員会やパブリックコメントの運営補助）

●港湾計画（現状分析、将来需要予測、必要機能検討、機能配置計画、関係機関の調整補助）

●各種調査（アンケート調査、ヒアリング調査、通航船舶実態調査等）

　港湾計画（港湾法第3条の3規定）の改訂・
一部変更・軽易な変更における手続き全般を
支援します。
　港湾管理者の支援業務が中心ですが、港湾
区域に属する地方自治体や民間企業の支援
業務の実績も、数多くあります。

　「港湾」は、国民生活と産業活動を支える重要な物流・生産基盤であり、背後には多くの人口・資産が集積して
います。国内外の社会経済情勢や物流動向の変化に対応した港湾整備を行うためには、各種計画の策定と適切な
見直しが必要です。
　多様な産業が集積する瀬戸内海で蓄積した計画技術を基に、我が国の沿岸域において、時代の変化に対応し
た新たな価値を創出し、最適な港湾整備の実現をサポートします。

プロジェクトを立ち上げからサポート計画
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沿岸整備部 沿岸整備部

漂砂解析

数値波動水路

波浪変形計算

地震応答解析

堆積浸食分布図及び流れベクトル図

現況 対策後

防潮堤への越波状況（CADMAS-SURF/3D）

ブシネスク方程式モデルによる波浪変形計算

出力（有義波高分布）現入力（格子水深）状

岸壁における変形図・過剰間隙水圧比分布図（赤いほど液状化）

※その他、フレーム解析等の構造計算、軟弱地盤解析、圧密沈下解析、浸透流解析にも対応しております。

●港内埋没評価モデル
　（ブシネスク - 浮遊砂カップリングモデル）

　港内や海岸の堆積浸食の要因分析（問題
点、課題の抽出）及び対策工の効果検証を行
います。

●2次元、3次元解析

●CADMAS - SURF

　波浪もしくは津波による浸水状況、越波状
況、作用力等を評価します。

●高山法

●エネルギー平衡方程式

●ブシネスク方程式モデル

●非定常緩勾配方程式

　構造物設計及び静穏度確認の波浪条件を
設定します。

●有効応力解析（液状化の考慮）

●2次元、3次元解析

●大変形解析（有限ひずみ理論）

●排水、非排水解析

　地盤と構造物の相互作用を考慮して、施設
の耐震性を評価します。

　沿岸域における設計は、近年、仕様規定から性能規定に変わったことにより、解析が必要な場合が多くなりまし
た。また、設計条件として必要となる地震、津波、波浪等の実現象を把握するために、実験に先立って解析を行う
ことも多くなっています。これら解析には、2次元モデルや3次元モデル、動的シミュレーションなど各種の高度解
析手法が多数存在しますが、これまで培った豊富な実績に基づきニーズに応じた最適な提案を行います。

地震、津波、波浪等の自然現象のシミュレーション解析

海面廃棄物処分場の設計

港湾・漁港・海岸及び空港の設計設計の流れ

N7海面廃棄物処理場 広島港出島地区港湾整備事業

配筋輻輳箇所における
鉄筋干渉の確認と改善

浚渫取り合い部における
3次元CADによる数量チェック

※新規施設だけでなく、既設施設の補修及び補強設計、改良設
計（耐震、耐津波、岸壁の増深化等）にも対応しております。

細部設計・実施設計
構造を構成する部材（鉄筋コンクリートや鋼材）
の照査を実施。発注者が工事発注できるように
施工に配慮した図面と数量を作成する。

手順⑥

構造形式・諸元の決定
複数抽出した構造形式・諸元のなかで、最適案
を決定。経済性、施工性、環境影響など様々な
観点から総合的に判断する。

手順⑤

安定性の照査
構造形式・諸元を決めるにあたり、安定性が得
られることを計算で確認。要求性能次第では解
析による高度な手法を用いる。

手順④

構造形式・諸元を抽出する
対象場所に採用できる可能性があり、比較検討
対象になり得るものについて複数抽出する。

手順③

構造物に要求される性能を設定する
構造物の利用目的、利用条件、維持管理方針等

手順②

現況把握、既往資料を収集整理
土質調査、測量調査、老朽化調査等

手順①

【検討内容】
●地震、津波、波浪、高潮、地盤のすべり、沈下対策等

●遮水工　●施工検討　●関係資料作成

　海面廃棄物処分場の埋立護岸（外護岸・内護岸）の設計・
施工検討を行い、工事発注・申請に必要な資料作成を支援
しています。

【対象施設】
●水域施設（航路、泊地、 船だまり）

●外郭施設（防波堤、防砂堤、 防潮堤、導流堤、護岸、堤防、
突堤、離岸堤、潜堤、人工リーフ、消波堤、胸壁）

●係留施設（岸壁、係船杭、桟橋、物揚場、船揚場）

●その他（係船柱及び係船環、防衝設備、エプロン、荷役機械
基礎、海浜、漁礁等）

●空港施設（エプロン、RESA区域の護岸等）

　各施設の設計・施工検討を行い、工事発注に必要な資料
作成を支援しています。

　港湾・漁港・海岸施設は、生産や物流、防災の拠点機能だけでなく、沿岸部を波浪・高潮・地震・津波から防
護する役割も担う重要な社会資本です。港湾・漁港・海岸及び空港施設の整備事業において、設計を始め、社内
連携による調査、解析、施工管理まで、総合的なコンサルティングに取り組んでおります。また、海面廃棄物処分場
に関する検討の実績があり、支援できる体制が整っています。

時代やお客様ニーズに即した施設づくり設計
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沿岸整備部 沿岸整備部

漂砂解析

数値波動水路

波浪変形計算

地震応答解析

堆積浸食分布図及び流れベクトル図

現況 対策後

防潮堤への越波状況（CADMAS-SURF/3D）

ブシネスク方程式モデルによる波浪変形計算

出力（有義波高分布）現入力（格子水深）状

岸壁における変形図・過剰間隙水圧比分布図（赤いほど液状化）

※その他、フレーム解析等の構造計算、軟弱地盤解析、圧密沈下解析、浸透流解析にも対応しております。

●港内埋没評価モデル
　（ブシネスク - 浮遊砂カップリングモデル）

　港内や海岸の堆積浸食の要因分析（問題
点、課題の抽出）及び対策工の効果検証を行
います。

●2次元、3次元解析

●CADMAS - SURF

　波浪もしくは津波による浸水状況、越波状
況、作用力等を評価します。

●高山法

●エネルギー平衡方程式

●ブシネスク方程式モデル

●非定常緩勾配方程式

　構造物設計及び静穏度確認の波浪条件を
設定します。

●有効応力解析（液状化の考慮）

●2次元、3次元解析

●大変形解析（有限ひずみ理論）

●排水、非排水解析

　地盤と構造物の相互作用を考慮して、施設
の耐震性を評価します。

　沿岸域における設計は、近年、仕様規定から性能規定に変わったことにより、解析が必要な場合が多くなりまし
た。また、設計条件として必要となる地震、津波、波浪等の実現象を把握するために、実験に先立って解析を行う
ことも多くなっています。これら解析には、2次元モデルや3次元モデル、動的シミュレーションなど各種の高度解
析手法が多数存在しますが、これまで培った豊富な実績に基づきニーズに応じた最適な提案を行います。

地震、津波、波浪等の自然現象のシミュレーション解析

海面廃棄物処分場の設計

港湾・漁港・海岸及び空港の設計設計の流れ

N7海面廃棄物処理場 広島港出島地区港湾整備事業

配筋輻輳箇所における
鉄筋干渉の確認と改善

浚渫取り合い部における
3次元CADによる数量チェック

※新規施設だけでなく、既設施設の補修及び補強設計、改良設
計（耐震、耐津波、岸壁の増深化等）にも対応しております。

細部設計・実施設計
構造を構成する部材（鉄筋コンクリートや鋼材）
の照査を実施。発注者が工事発注できるように
施工に配慮した図面と数量を作成する。

手順⑥

構造形式・諸元の決定
複数抽出した構造形式・諸元のなかで、最適案
を決定。経済性、施工性、環境影響など様々な
観点から総合的に判断する。

手順⑤

安定性の照査
構造形式・諸元を決めるにあたり、安定性が得
られることを計算で確認。要求性能次第では解
析による高度な手法を用いる。

手順④

構造形式・諸元を抽出する
対象場所に採用できる可能性があり、比較検討
対象になり得るものについて複数抽出する。

手順③

構造物に要求される性能を設定する
構造物の利用目的、利用条件、維持管理方針等

手順②

現況把握、既往資料を収集整理
土質調査、測量調査、老朽化調査等

手順①

【検討内容】
●地震、津波、波浪、高潮、地盤のすべり、沈下対策等

●遮水工　●施工検討　●関係資料作成

　海面廃棄物処分場の埋立護岸（外護岸・内護岸）の設計・
施工検討を行い、工事発注・申請に必要な資料作成を支援
しています。

【対象施設】
●水域施設（航路、泊地、 船だまり）

●外郭施設（防波堤、防砂堤、 防潮堤、導流堤、護岸、堤防、
突堤、離岸堤、潜堤、人工リーフ、消波堤、胸壁）

●係留施設（岸壁、係船杭、桟橋、物揚場、船揚場）

●その他（係船柱及び係船環、防衝設備、エプロン、荷役機械
基礎、海浜、漁礁等）

●空港施設（エプロン、RESA区域の護岸等）

　各施設の設計・施工検討を行い、工事発注に必要な資料
作成を支援しています。

　港湾・漁港・海岸施設は、生産や物流、防災の拠点機能だけでなく、沿岸部を波浪・高潮・地震・津波から防
護する役割も担う重要な社会資本です。港湾・漁港・海岸及び空港施設の整備事業において、設計を始め、社内
連携による調査、解析、施工管理まで、総合的なコンサルティングに取り組んでおります。また、海面廃棄物処分場
に関する検討の実績があり、支援できる体制が整っています。

時代やお客様ニーズに即した施設づくり設計
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沿岸整備部 沿岸整備部

環境修復・環境創造・環境モニタリングなど

環境影響評価

許認可申請

アマモ場　海岸環境整備事業（岡山県白石島海岸）アマモ

環境影響評価（横浜港新本牧ふ頭地区）
横浜市港湾局提供

広島県提供

・世界遺産・宮島の玄関口である厳島港において計画から調査、設
計、許認可申請、施工計画まで一貫して業務を実施しました。
・道路や建築、上下水道などの分野とも連携し、総合コンサルタン
トとして力を発揮できます。

厳島港港湾整備事業（宮島口地区）

【各種環境事業の内容】
●開発事業による環境に対する影響を軽減するための保
全行為、公害関連や自然環境モニタリングを行います。

【環境事業の種類】
●各種環境現況調査
●環境修復、再生計画、フォローアップ調査
●藻場・干潟の計画・設計・調査・評価
●リサイクル材を活用した環境改善技術の開発
●ブルーカーボン技術の開発（調査、制度設計、普及促進）　●カーボン・オフセット事業への展開

　持続可能な社会に資する環境修復・環境創造事業・
自然環境モニタリングなどを行います。

【環境影響評価の内容】
●環境影響評価とは、開発事業が環境にどのような影響を及
ぼすかについて、事業者が自ら調査・予測・評価を行い、一
般の方々や地方公共団体等からの意見を聞きながら、環境
保全の観点でより良い事業計画を作り上げるものです。
●現地調査及び分析、シミュレーションによる予測等の検討か
ら、配慮書、方法書、準備書、評価書及び事後調査報告書の
作成・手続きのサポートまで一貫して行います。
●住民説明会や各種審査会・公告・縦覧手続きについてもサポートします。

【環境影響評価の種類】
●環境影響評価関連法令（条例）に基づく環境影響評価（埋立事業、発電所建設事業、廃棄物処分場設置事業　等）
●公有水面埋立法に基づく環境影響評価　●各種法令に基づく環境影響評価（廃棄物処理法に基づく生活環境影響調査　等）

　開発事業に伴う環境影響評価を実施します。

●自然公園法に係る
埋立行為届出
●漁業補償算定

【各種許認可の内容】
●海域を埋立てる際に必要な埋立免許申請願書全般、願書に
含まれる環境保全に関し講じる措置を記載した図書等の作
成を行います。
●申請手続きに必要となる各種機関との調整についてもサ
ポートします。

【許認可の種類】
●公有水面埋立免許願書（公共埋立、
民間埋立、各種変更許可申請）
●竣功認可申請
●水域占用許可申請

　開発事業に伴う許認可申請に必要な資料作成を行います。

　沿岸域は、多様で豊かな生態系や優れた景観が形成されるなど環境上貴重な空間であり、国民共有の財産であ
るため、沿岸域の地形の改変や海域の利用に対しては様々な法令により規制されます。
　これらの法規制に対応するため、各種開発事業に伴う環境影響について、各種環境調査・解析を始め、環境影響
評価や各種許認可申請、環境修復・創造、環境モニタリングに至るまで、総合的なコンサルティングを行います。

許認可関連の一連の申請・手続き等のサポート許認可

空港進入灯橋梁点検

維持補修計画・補修設計

点検・調査

空港進入灯橋梁点検空港進入灯橋梁の点検風景

漁港海岸施設の点検風景タブレットを用いた点検の実施

画像解析による劣化・損傷の抽出

コンクリートひびわれ 2.0㎜以下
コンクリートひびわれ 2.0～5.0㎜
コンクリートひびわれ 5.0㎜以上
コンクリート変形･欠損
コンクリート劣化･変色
鋼材の腐食

UAV+マルチビームによる三次元データ作成

【点検診断】
●海上橋下部工：海洋・港湾構造物維持管理士、コンクリート
診断士により実施
●海上橋上部工、山岳橋：道路橋点検士、土木鋼構造物診断
士により実施

【維持管理計画の立案】
●点検診断結果を基に点検計画、補修計画（塗装、電気防食の更新）を立案
【補修設計】
●基本設計、実施設計

　「進入灯橋梁定期点検要領」に基づき、空港進入灯橋梁（海
上橋、山岳橋）の点検診断、維持管理計画の立案を行います。

【劣化予測】
●電気防食（陽極消耗量）、防食対策を施していない鋼材（腐食
量）、鉄筋コンクリート構造物の塩害（塩化物イオン濃度）、劣
化機構が不明あるいは劣化機構のモデル化が難しい部材（マ
ルコフ連鎖）

【対策工の選定（ライフサイクルコストの算出含む）】
●コンクリート構造物：表面被覆、電気防食、断面修復、ひび割れ補修、補強、全面改修
●鋼構造物：電気防食、被覆防食、鋼板溶接、鉄筋コンクリート被覆
【補修設計】
●基本設計、実施設計

　点検・調査結果に基づき、維持補修計画及び補修設計を
行います。

【点検・調査技術（従来型）】
●目視調査（陸上、海上、潜水）
●変位測定
●測深（マルチビームによる測深可）
●空洞調査（地中レーダー探査使用）
●鋼材及び防食工の点検・調査（防食電位測定、陽極消耗量調
査、肉厚測定）
●塗装劣化度調査
●コンクリートの点検・調査（強度試験、塩化物イオン濃度試験、
中性化試験、アルカリシリカ反応試験等）

【点検・調査技術（新技術の活用）】
●三次元データ作成（マルチビーム＋UAV写真測量、
マルチビーム＋陸上用レーザー）
●画像解析（変状の可視化）

　施設の設置場所、自然条件等を踏まえ、適切な点検・調査
方法を提案します。

　沿岸部に整備された海洋・港湾構造物は、厳しい自然環境の下に置かれていることや、高度経済成長期に集中
的に整備されたことから、施設の損傷や老朽化の進行による機能性・安全性の低下や改良・更新費用の増大が懸
念されています。
　これらの海洋・港湾構造物を計画的かつ適切に維持管理し、施設の安全性を確保するとともに、維持管理に係る
ライフサイクルコストの最小化を図っていくためのサポートをします。

施設（港湾、漁港、海岸、空港）に応じた維持管理、
補修方法の提案維持管理
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沿岸整備部 沿岸整備部

環境修復・環境創造・環境モニタリングなど

環境影響評価

許認可申請

アマモ場　海岸環境整備事業（岡山県白石島海岸）アマモ

環境影響評価（横浜港新本牧ふ頭地区）
横浜市港湾局提供

広島県提供

・世界遺産・宮島の玄関口である厳島港において計画から調査、設
計、許認可申請、施工計画まで一貫して業務を実施しました。
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厳島港港湾整備事業（宮島口地区）

【各種環境事業の内容】
●開発事業による環境に対する影響を軽減するための保
全行為、公害関連や自然環境モニタリングを行います。

【環境事業の種類】
●各種環境現況調査
●環境修復、再生計画、フォローアップ調査
●藻場・干潟の計画・設計・調査・評価
●リサイクル材を活用した環境改善技術の開発
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　持続可能な社会に資する環境修復・環境創造事業・
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●自然公園法に係る
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●漁業補償算定
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維持補修計画・補修設計

点検・調査

空港進入灯橋梁点検空港進入灯橋梁の点検風景

漁港海岸施設の点検風景タブレットを用いた点検の実施

画像解析による劣化・損傷の抽出

コンクリートひびわれ 2.0㎜以下
コンクリートひびわれ 2.0～5.0㎜
コンクリートひびわれ 5.0㎜以上
コンクリート変形･欠損
コンクリート劣化･変色
鋼材の腐食

UAV+マルチビームによる三次元データ作成

【点検診断】
●海上橋下部工：海洋・港湾構造物維持管理士、コンクリート
診断士により実施
●海上橋上部工、山岳橋：道路橋点検士、土木鋼構造物診断
士により実施

【維持管理計画の立案】
●点検診断結果を基に点検計画、補修計画（塗装、電気防食の更新）を立案
【補修設計】
●基本設計、実施設計

　「進入灯橋梁定期点検要領」に基づき、空港進入灯橋梁（海
上橋、山岳橋）の点検診断、維持管理計画の立案を行います。

【劣化予測】
●電気防食（陽極消耗量）、防食対策を施していない鋼材（腐食
量）、鉄筋コンクリート構造物の塩害（塩化物イオン濃度）、劣
化機構が不明あるいは劣化機構のモデル化が難しい部材（マ
ルコフ連鎖）

【対策工の選定（ライフサイクルコストの算出含む）】
●コンクリート構造物：表面被覆、電気防食、断面修復、ひび割れ補修、補強、全面改修
●鋼構造物：電気防食、被覆防食、鋼板溶接、鉄筋コンクリート被覆
【補修設計】
●基本設計、実施設計

　点検・調査結果に基づき、維持補修計画及び補修設計を
行います。

【点検・調査技術（従来型）】
●目視調査（陸上、海上、潜水）
●変位測定
●測深（マルチビームによる測深可）
●空洞調査（地中レーダー探査使用）
●鋼材及び防食工の点検・調査（防食電位測定、陽極消耗量調
査、肉厚測定）
●塗装劣化度調査
●コンクリートの点検・調査（強度試験、塩化物イオン濃度試験、
中性化試験、アルカリシリカ反応試験等）

【点検・調査技術（新技術の活用）】
●三次元データ作成（マルチビーム＋UAV写真測量、
マルチビーム＋陸上用レーザー）
●画像解析（変状の可視化）

　施設の設置場所、自然条件等を踏まえ、適切な点検・調査
方法を提案します。

　沿岸部に整備された海洋・港湾構造物は、厳しい自然環境の下に置かれていることや、高度経済成長期に集中
的に整備されたことから、施設の損傷や老朽化の進行による機能性・安全性の低下や改良・更新費用の増大が懸
念されています。
　これらの海洋・港湾構造物を計画的かつ適切に維持管理し、施設の安全性を確保するとともに、維持管理に係る
ライフサイクルコストの最小化を図っていくためのサポートをします。

施設（港湾、漁港、海岸、空港）に応じた維持管理、
補修方法の提案維持管理
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4つの技術戦略

主な業務実績

釧路空港他1空港進入灯橋梁定期点検調査

仙台空港　航空機騒音予測調査・経済波及効果

進入灯橋梁点検手法
検討（大阪航空局）

東京国際空港多摩川護岸（防潮壁区間）実施設計

広島空港周辺対策事業　環境調査
広島空港進入灯橋梁等定期点検
広島空港人工地盤耐震照査
広島空港付替水路トンネル定期点検

岩国飛行場建設工事資料整理検討
岩国飛行場駐機場等土木設計

境港防波堤細部設計　他
浜田港港湾計画改訂　他
浜田港　物流動向調査（交通量調査）　他
浜田港岸壁構造検討　他
浜田港･江津港　維持管理計画策定　他
勇崎宝亀海岸耐震設計
笠岡港維持管理定期点検
水島港航行船舶実態調査
広島港港湾計画改訂　他
尾道糸崎港海域環境創造事業　他
尾道糸崎港　埋立申請　他
厳島港　浮桟橋設計　他
広島港　港湾施設定期点検　他
福山港　プレジャーボート整備計画　他
広島港国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ整備事業事業評価
徳山下松港港湾計画改訂　他
徳山下松港　国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業事業評価
徳山下松港　土砂処分場環境アセス　他
徳山下松港　土砂処分場埋立申請　他
徳山下松港　高潮対策設計　他

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

埋 立 申 請

環境影響評価

計　　　 画

維 持 管 理

設　　　 計

環境影響評価

航行安全検討

維 持 管 理

設　　　 計

計　　　 画

設　　　 計

設　　　 計

維 持 管 理

計　　　 画

計　　　 画

計　　　 画

計　　　 画

環境影響評価

埋 立 申 請

設　　　 計

新門司沖埋立承認申請　他
新門司沖環境影響評価　他
博多港　船舶航行実態調査　他
博多港　国有施設現況調査　他
志布志港　経済効果調査
佐賀港･伊万里港　老朽化施設予備設計　他
別府港　防波堤検討　他
大分港　大在西地区埋立承認申請　他

福岡県

鹿児島県
佐賀県

大分県
設　　　 計

設　　　 計

事 業 評 価

維 持 管 理

航行安全検討

環境影響評価

埋 立 申 請

埋 立 申 請

釜石港　防波堤細部設計　他
仙台塩釜港防潮堤陸閘設計　他
酒田港  国有施設維持管理計画策定  他

岩手県
宮城県
山形県 維 持 管 理

設　　　 計

設　　　 計

徳島小松島港　浮桟橋実施設計　他
備讃瀬戸航路航行船舶実態調査　他
東予港　岸壁細部設計　他
高知港防波堤細部設計　他

徳島県
香川県
愛媛県
高知県

設　　　 計

設　　　 計

航行安全検討

設　　　 計

清水港　大型船舶受入施設検討　他
伊勢湾航行船舶実態調査　他
伊勢湾環境影響評価
津松阪港海岸整備施工方策検討　他

静岡県

愛知県

三重県 設　　　 計

航行安全検討

設　　　 計

敦賀港泊地施工方策検討　他
神戸港岸壁施工計画検討　他
和歌山下津港防波堤設計

福井県
兵庫県
和歌山県

設　　　 計

設　　　 計

設　　　 計

那覇港事業評価　他沖縄県 事 業 評 価

横浜港　環境影響評価　他
横浜港　施設整備検討　他
横浜港　公有水面埋立申請　他
北極海航路定時性分析
茨城港常陸那珂港区埋立承認申請

神奈川県

茨城県

埋 立 申 請

埋 立 申 請

計　　　 画

設　　　 計

環境影響評価

松山空港護岸実施設計

熊本空港道路駐車場実施設計

関西国際空港進入灯橋梁点検

長崎空港進入灯橋梁点検

北九州空港進入灯橋梁点検

岡山空港エプロン拡張実施設計

那覇空港進入灯橋梁定期点検

環境影響評価


